
プレスリリース

発表項目 No.6

【発表の要旨】
　市民を対象に、アプライドドラマで体感するエンディングストーリー、八幡平市内
施設の看取り実践を紹介し、学びを深めていただくことで、高齢当事者が主役となっ
て最期までいきいきと暮らせる地域医療福祉の実現を目指して開催します。

少し説明

3　内容　　

チラシも併せてご確認ください

１　実施主体　

2　期日および会場　３月 29日（土）13 時 00 分～ 16 時 30 分
　　　　　　　　　　　  八幡平市役所　多目的ホール棟大ホール

令和 7 年２月５日 記者会見

高齢者が最期までいきいきと暮らせるまちづくりについて考えます

医療介護連携に関する市民公開講座を開催します

八幡平市立病院　岩手西北医師会

【担 当】
　八幡平市立病院
　地域医療連携室　武内　晶
　電話 0195-76-2800

4　対象者 どなたでも参加いただけます

5　参加費 無料

① アプライドドラマ

② 実践発表

① アプライドドラマ① アプライドドラマ① アプライドドラマ

② 実践発表② 実践発表② 実践発表

　『後悔のない最期を迎えるために今できること』
　講師　一般社団法人日本地域統合人材育成機構
　　　　理事長　重

し げ た

田 由
ゆ み

美 氏

テーマ『施設でのエンディングストーリー』
　・コーディネーター
　　八幡平市立病院　統括院長　望

も ち づ き

月 泉
いずみ

　・発表者
　　特別養護老人ホームむらさき苑
　　特別養護老人ホーム富士見荘
　　特別養護老人ホームりんどう苑
　・コメンテーター
　　一般社団法人日本地域統合人材育成機構
　　理事長　重田 由美 氏

望
もちづき

月 泉
いずみ

平成 5 年に正看護師となる。勤務先病院の接遇委
員として院内の接遇教育に携わりながら、平成 15
年から地域連携専任看護師として医療連携体制の
構築を行う。多職種協働ができる医療や介護に携
わる人たちを増やすための思考力・実践対応力の
向上などのセミナーを開いている。

重
し げ た

田 由
ゆ み

美 氏

東北大学医学部卒業、昭和 63 年に県立中央病
院小児外科長となり、同病院の消化器外科長、
副院長を歴任。平成 24 年に同病院の院長に就
任し、定年の 30 年３月末まで務める。現在は、
八幡平市病院事業管理者兼統括院長を務める。
また令和６年６月から全国自治体病院協議会の
会長に就任。山梨県出身。

アプライドドラマ：参加者体験型の教育。テーマをもった物
語（ドラマ）の中で体験などから心理を探り、気付きを得る
ワークショップです。公開講座当日は、画像と音声を流しな
がら、ストーリーを進めていきます。



令和７年３月 29 日（土）13：00～16：30 

 

   

八幡平市役所 多目的ホール棟大ホール 
(八幡平市野駄第 21 地割 170) 

定員：約 80 名 ※ 参加申し込みは不要です。 

八幡平市立病院・岩手西北医師会主催 

【お問い合わせ】  

八幡平市立病院 地域医療連携室 ☎：0195-76-2800 担当：武内・松浦 

(受付開始 12：30～) 

対象：八幡平市民、その他関心のある方 

高齢多死社会を背景に、本人の意思を尊重した医療・介護の提供が

ますます重要視されています。これを実現するためには、本人・家族

が希望する医療や介護について考えるきっかけを提供し、適切な話し

合いを重ねていく ACP(アドバンス・ケア・プランニング)に基づいた

意思決定支援を行うことが大切です。 

ACP の概念や地域医療福祉の現状を学び、本人が主役となって最期

までいきいきと暮らせる地域を一緒に考えてみませんか。 

市 民 公 開 講 座 

 



 

主催：⼋幡平市⽴病院 岩⼿⻄北医師会 共催：盛岡北部⾏政事務組合 

 

 

【プログラム①】アプライドドラマ 

 

【ご略歴】 

平成5年に正看護師となり、関西電力病院に勤務。接遇委員とし

て院内の接遇教育に携わりながら、平成15年より地域連携専任看護

師として医療連携体制の構築を行う。平成19年より公益財団法人田

附興風会医学研究所北野病院で医療連携コーディネーターとして活

動。また大阪地域医療連携合同協議会（通称大阪連携たこやきの

会）を設立し、大阪の地域連携強化を目指している（2021年よりオ

ブザーバー）。平成28年4月に一般社団法人日本地域統合人材育成

機構J-RIHDOの理事長に就任。多職種協働ができる医療や介護に携

わる人たちを増やすための思考力・実践対応力の向上などのセミナ

ーを開催している。 

＜講師＞ 一般社団法人日本地域統合人材育成機構 理事長 重田 由美 先生 

「後悔のない最期を迎えるために今できること」 

令和元年に豊中市より庄内・北緑丘を拠点とした地域市民の交流・支え合いの場推進事業

（地域包括ケアシステム・豊中モデル）を委託され「とよなか縁結実」を運営し、「医療者

よ、街へ出よう！」の実践を地元で行っている。 その他、豊中市や豊中市保健所から委託さ

れた事業を２つ（合計３つ）展開する中、全ての人が生き心地良い地域社会を目指した活動を

行っている。2022年4月から豊中商工会議所健康経営アドバイザーに就任。企業を対象とした

健康・医療・介護の相談窓口として「保健室.biz」を開設する。 

【プログラム②】実践発表 

 『施設でのエンディングストーリー』 
・コーディネーター 八幡平市立病院 統括院長 望月 泉 

・発表者 

 特別養護老人ホーム むらさき苑 富士見荘 りんどう苑 

・コメンテーター 

日本地域統合人材育成機構 理事長 重田 由美 先生 
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